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(57)【要約】
　本発明は、ニッティングのためのニッティングスプー
ルに関する。本発明では、ニッティングスプールは、貫
通穴を有しているチューブ状本体と、チューブ状本体の
端面に取り付けられている複数のヤーン保持部材とを備
えており、チューブ状本体が、チューブ状本体の長手方
向軸線に対して平行とされる平面に沿って取り外し可能
とされる２つの部品から形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ニッティングのためのニッティングスプールであって、
　貫通穴を有しているチューブ状本体と、
　前記チューブ状本体の端面に取り付けられている複数のヤーン保持部材と、
　を備えている前記ニッティングスプールにおいて、
　前記チューブ状本体が、前記チューブ状本体の長手方向軸線に対して平行とされる平面
に沿って取り外し可能とされる２つの部品から形成されていることを特徴とするニッティ
ングスプール。
【請求項２】
　前記チューブ状本体が、前記チューブ状本体の前記長手方向軸線に対して平行とされる
平面によって、２つの同一の半体に分割されることを特徴とする請求項１に記載のニッテ
ィングスプール。
【請求項３】
　取り外し可能な前記部品が、連結ピン機構によって、互いに接触した状態で配置される
ことを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項４】
　取り外し可能な前記部品が、ゴム製リングによって、互いに接触した状態で保持される
ことを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項５】
　取り外し可能な前記部品が、ゴム製リングを収容するための溝を前記部品の外面に有し
ていることを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項６】
　前記ヤーン保持部材が、ペグであることを特徴とする請求項１に記載のニッティングス
プール。
【請求項７】
　ペグが、自由端にヘッドを有していることを特徴とする請求項１に記載のニッティング
スプール。
【請求項８】
　前記ヤーン保持部材が、Ｕ字状ピンであることを特徴とする請求項１に記載のニッティ
ングスプール。
【請求項９】
　Ｕ字状ピンが、自由端においてスプール軸線から外方に向かって傾斜していることを特
徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項１０】
　Ｕ字状ピンそれぞれが、前記チューブ状本体のフェースに、倒置された状態で取り付け
られていることを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項１１】
　ペグ及びＵ字状ピンが、前記チューブ状本体から取り外し可能とされることを特徴とす
る請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項１２】
　前記チューブ状本体の前記端面に配置されているペグの数量が、４個、６個、８個、又
は１２個であることを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項１３】
　前記チューブ状本体の前記端面に配置されているＵ字状ピンの数量が、４個又は６個で
あることを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【請求項１４】
　一方のペグの形状が、ニッティングの際に開始点を識別するために、他方のペグの形状
と相違することを特徴とする請求項１に記載のニッティングスプール。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明はニッティング装置に関する。特に、本発明は改善されたニッティングスプール
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スプールニッティングすなわちフレンチニッティングは、ヤーンからチューブ編みをす
るために、多数のペグ及びかぎ針／ルームフックを具備するスプールを利用するニッティ
ングの一形態である。結果物であるチューブから多くの物品を製造することができる。例
えばチューブは、マットやラグ等を製造するために、螺旋状に織り込むことができる。よ
り多くのネイルを具備する比較的大きいスプールが利用される場合には、靴下や帽子を編
むことができる。
【０００３】
　従来、スプールニッティングについての様々な技法及びツールが利用されてきた。典型
的なニッティングスプールは、貫通穴と当該ニッティングスプールの端面に固定されてい
る複数のヤーン係合部材とを具備する、チューブ状本体を有している。ヤーン係合部材は
、ニッティングスプールの端面から突出して延在している。ニッティングスプールは、片
手で容易に保持することができるように構成されている。ヤーンは、ルームフックやかぎ
針又はこれらに類する物等を利用することによって、ポストの周りに巻き付け可能な長さ
とされる。従って、ヤーンは、当該ヤーンを編むために、ポストそれぞれに巻き付けられ
る。チューブを編むための幾つかの既知のニッティング技法が存在する。ニッティングス
プールに固定されているヤーン係合部材の数量及び形状は、様々な技法に合わせて変化す
る。ニッティング作業の際に、管の編まれた部分は、固定されたヤーン係合部材の反対側
に位置する端部において、チューブ状本体の穴から突出している。
【０００４】
　また、ニッティングスプールは、物品の周りにチューブ編みをするために利用可能とさ
れる。しかしながら、物品は、当該物品の周りにチューブ編みをするために、ニッティン
グ作業を開始する前にニッティングスプールの穴に配置させなくてはならない。物品が、
ニッティングスプールの穴に挿入することができない端部にアタッチメントを有している
場合には、物品の周りにチューブ編みをすることはできない。従って、ニッティングスプ
ールの穴より大きい端部アタッチメントを具備する物品の周りにチューブ編みをすること
ができるニッティングスプールについてのニーズが存在する。
【０００５】
　また、様々なニッティング技法が、ニッティングスプールに設けられている様々な数量
のヤーン係合部材を必要としている。また、ヤーン係合部材の形状は、様々な技法及びヤ
ーンの特性に従って相違する。従って、別のニッティングスプールが、異なるヤーン及び
技法のために必要とされる。このことは、特に同一のニッティングスプールによって様々
な物品を編む必要がある場合に厄介である。従って、様々な形状及び大きさの物品を編む
ための、単一のスプール編機の利用については、差し迫った必要性が依然として存在する
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、ニッティングスプールの穴より大きい端部アタッチメントを有してい
る物品の周りにチューブ編みをするための、改善されたニッティングスプールを提供する
ことである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、ニッティングスプールに取り付けられるペグの数量及び形状を変
更することができる、ニッティングスプールを提供することである。
【０００８】
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　本発明のさらなる他の目的は、ニッティングの際に開始点を識別可能とされるニッティ
ングスプールを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明では、チューブ状の物品を編むための改善されたニッティングスプールであって
、貫通穴を有しているチューブ状本体と、チューブ状本体の端面に取り付けられている複
数のヤーン保持部材と、を備えているニッティングスプールにおいて、チューブ状本体が
、チューブ状本体の長手方向軸線に対して平行とされる平面に沿って取り外し可能とされ
る２つの部品から形成されている、ニッティングスプールが提供される。
【００１０】
　本発明の好ましい実施例では、チューブ状本体が、チューブ状本体の長手方向軸線に対
して平行とされる平面によって、２つの同一の半体に分割される。
【００１１】
　本発明の他の好ましい実施例では、取り外し可能な部品が、連結ピン機構によって、互
いに接触した状態で配置される。
【００１２】
　本発明の他の好ましい実施例では、取り外し可能な部品が、ゴム製リングによって、互
いに接触した状態で保持される。
【００１３】
　本発明の他の好ましい実施例では、取り外し可能な部品が、ゴム製リングを収容するた
めの溝を前記部品の外面に有している。
【００１４】
　本発明の他の好ましい実施例では、ヤーン保持部材が、ペグである。
【００１５】
　本発明の他の好ましい実施例では、ペグが、自由端にヘッドを有している。
【００１６】
　本発明の他の好ましい実施例では、ヤーン保持部材が、Ｕ字状ピンである。
【００１７】
　本発明の他の好ましい実施例では、Ｕ字状ピンが、自由端において、スプール軸線から
外方に向かって傾斜している。
【００１８】
　本発明の他の好ましい実施例では、Ｕ字状ピンそれぞれが、チューブ状本体のフェース
に、倒置された状態で取り付けられている。
【００１９】
　本発明の他の好ましい実施例では、ペグ及びＵ字状ピンが、チューブ状本体から取り外
し可能とされる。
【００２０】
　本発明の他の好ましい実施例では、チューブ状本体の端面に配置されているペグの数量
が、４個、６個、８個、又は１２個である。
【００２１】
　本発明の他の好ましい実施例では、チューブ状本体の端面に配置されているＵ字状ピン
の数量が、２個、４個、又は６個である
【００２２】
　本発明の他の好ましい実施例では、一方のペグの形状が、ニッティングの際に開始点を
識別するために、他方のペグの形状と相違する。
【００２３】
　添付図面は、発明の詳細な説明の一部分を構成しており、本発明をさらに理解するため
に利用される。このような添付図面は、発明の詳細な説明と共に本発明の原理を説明する
ために利用される本発明の実施例を表わす。
【図面の簡単な説明】
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【００２４】
【図１】本発明の一の実施例におけるニッティングスプールの分解された部品の上面図及
び側面図である。
【図２】本発明の一の実施例におけるニッティングスプールの組み立てられた部品の上面
図及び側面図である。
【図３】本発明の一の実施例における、逆Ｕ字状ピンを具備する組立済のニッティングス
プールの上面図及び側面図である。
【図４】本発明の一の実施例における、ペグを具備する組立済のニッティングスプールの
上面図及び側面図である。
【図５】本発明の一の実施例におけるニッティングスプールに組付可能とされる逆Ｕ字状
ピンの正面図及び側面図である。
【図６】本発明の一の実施例におけるニッティングスプールに組付可能とされるペグの側
面図及び上面図である。
【図７】本発明の一の実施例におけるニッティングスプールに組み付けることができるス
タートペグの側面図及び上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１は、本発明の一の実施例におけるニッティングスプールの上面図及び側面図である
。ニッティングスプールは、ニッティングスプール（１）の長手方向軸線に対して平行と
される平面に沿って取り外し可能とされる、２つの部品から形成されている。２つの取り
外し可能な部品は、当該部品が共に組み付けられた場合に貫通穴が形成されるように成形
されている。本発明の一の実施例においては、ニッティングスプール（１）は、同一形状
且つ同一サイズの２つの部品から形成されている。この場合には、ニッティングスプール
（１）の２つの部品（１Ａ，１Ｂ）は、ニッティングスプール（１）の中心軸線（３Ａ）
に対して平行とされる平面に沿って取り外し可能とされる。２つの取り外し可能な部品（
１Ａ，１Ｂ）それぞれのフェース（１Ｃ）の全長に沿って延在している溝が、組み立てら
れたニッティングスプール（１）に貫通穴を形成する。
【００２６】
　結合ピン（２）とピン穴とが、ニッティングスプール（１）の２つの取り外し可能な部
品（１Ａ，１Ｂ）のフェース（１Ｃ）に設けられている。２つの取り外し可能な部品（１
Ａ，１Ｂ）の組み付けの際に、一方の取り外し可能な部品（１Ａ）の結合ピン（２）が、
他方の取り外し可能な部品（１Ｂ）の対応する穴に挿入される。当該穴及び結合ピン（２
）の大きさは、結合ピン（２）の表面と当該穴の表面との間における摩擦が当該穴に対す
る結合ピン（２）の密接な嵌合を確実にするように選定される。このようにして、ニッテ
ィングスプール（１）の２つの取り外し可能な部品（１Ａ，１Ｂ）が、完全なスプールを
形成するために共に保持される。図２は、ニッティングスプールの組み付けられた部品の
上面図及び側面図である。
【００２７】
　本発明の他の実施例においては、ニッティングルームの２つの取り外し可能な部品（１
Ａ，１Ｂ）が、ゴム又は任意の適切な弾性材料から作られているＯリングによって共に保
持されている。１つ以上のＯリングが、このような保持のために利用される。Ｏリングを
保持するために、２つの取り外し可能な部品（１Ａ，１Ｂ）の外面には、１つ以上の溝又
は凹所が設けられている。Ｏリングの大きさは、Ｏリングがニッティングスプール（１）
の２つの組み付けられた部品（１Ａ，１Ｂ）に密接に嵌め込まれるように選定される。
【００２８】
　本発明の他の実施例においては、ニッティングスプール（１）の２つの取り外し可能な
部品（１Ａ，１Ｂ）を取り付けるための任意の他の機構が利用される。例えばネジやナッ
ト及びボルトが利用される。
【００２９】
　本発明の他の実施例においては、ニッティングスプール（１）のヤーン係合部材が、ニ
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ッティングスプール（１）から取り外し可能とされる。このような取り外しを実現するた
めに、多数の穴（３）がニッティングスプール（１）の一方の端面（４）に設けられてい
る。ヤーン係合部材は、ニッティングスプール（１）の一方の端面（４）において、これ
ら穴（３）に挿入可能とされる。本発明の一の好ましい実施例においては、１２個の穴が
ニッティングスプール（１）の一方の端面（４）に設けられている。様々な形状及び大き
さのヤーン係合部材が、ニッティングの仕様に従って挿入可能とされる。
【００３０】
　図３は、本発明の一の実施例における、逆Ｕ字状ピンを具備する組立済のニッティング
スプールの上面図及び側面図である。逆Ｕ字状ピン（５）の端部が、ニッティングスプー
ル（１）の端面（４）に設けられた穴（３）に挿入されている。逆Ｕ字状ピン（５）の自
由端は、ニッティングの際にヤーンを保持するために、ニッティングスプール（１）の中
心軸線（３Ａ）から離隔するように傾斜している。２つ、４つ、又は６つの逆Ｕ字状ピン
（５）が、ニッティングの仕様に従ってニッティングスプール（１）の端面（４）に設け
られた穴（３）に挿入されている。
【００３１】
　本発明の一の好ましい実施例においては、丸められた先端部を具備するストレートペグ
（７）が、ニッティングスプール（１）の端面（４）に設けられた穴（３）に挿入されて
いる。
【００３２】
　図４は、本発明の一の実施例における、ペグを具備する組立済のニッティングスプール
の上面図及び側面図である。さらなる他の実施例においては、少なくとも２個の、４個の
、６個の、８個の、１０個の、１２個のストレートペグ（７）がこれら穴（３）に挿入さ
れている。
【００３３】
　ストレートペグ（７）又は逆Ｕ字状ピン（５）は、ヤーンの厚さと巻き付けられる物品
とに従って選定される。逆Ｕ字状ピン（５）は、比較的厚いヤーンと共に利用されるのが
最良である。形成されるステッチが比較的大きく且つ緩くなるからである。
【００３４】
　図５及び図６は、ニッティングスプールに組み付け可能とされる逆Ｕ字状ピン（５）及
びストレートペグ（７）の正面図及び側面図である。
【００３５】
　取り外し可能なヤーン係合部材によって、ニッティングスプールは、多数のヤーンを利
用することによって多くの外観及び模様のタイプを生み出すために、広範囲に亘る様々な
ヤーン、スレッド、及びジュエリーワイヤと共に協働可能とされる。
【００３６】
　ニッティングスプール（１）の貫通穴の大きさより大きい端部アタッチメントを有して
いる物品の周りにおいてチューブ編みをする前に、ニッティングスプール（１）の２つの
部品（１Ａ，１Ｂ）が互いから取り外し可能とされ、当該物品が２つの取り外し可能な部
品の間に配設され、当該部品が、当該物品が組立済のニッティングスプール（１）の貫通
穴に捕捉されるように組み付けられる。その後に、ニッティング作業が、物品の周りにお
いてチューブ編みをするために実施される。ニッティング作業が完了した後に、ニッティ
ングスプール（１）の取り外し可能な部品（１Ａ，１Ｂ）が、自身の周りにチューブ編み
が施された物品を取り外すために分離される。
【００３７】
　ニッティングスプール（１）を２つの半体に分割するという特有の能力は、従来のスプ
ールニッティングに全く新しいレベルの創造性を付与する。この特有の能力によって、例
えばマウスケーブル、スマートフォンのＵＳＢコード、ヘッドフォン、ハンドル、バッグ
又はトートバッグの取り外し式ショルダーストラップ等のような、大きい端部アタッチメ
ントを具備する物品の周りに巻き付けるか又は編むことができるようになる。
【００３８】
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　本発明の他の好ましい実施例においては、一方のペグの形状が、開始点が容易に特定可
能であるように、他方のペグの形状と異なって形成されている。図７は、ニッティングス
プールに組み付け可能とされるスタートペグの側面図及び上面図である。様々な色のヤー
ンを用いて模様を編んでいる際に、開始点が常に識別可能とされるようにこのペグ（６）
の周りにヤーンを巻くことによって、ニッティングが開始される。
【００３９】
　これら実施例に対する様々な変更が、当業者にとっては、本出願の明細書及び図面の開
示内容に鑑みて明白である。本明細書に規定される様々な実施例に関連する原理は、他の
実施例に適用可能とされる。従って、発明の詳細な説明は、添付図面と共に示される実施
例に限定される訳ではなく、本明細書に説明／開示又は示唆されている原理及び新規且つ
進歩的な特徴と一致する最も広い技術的範囲を提供する。本発明の技術的思想及び原理の
範囲内における任意の改良物、均等物、改善物等が、本発明の保護範囲に含まれるだろう
。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　ニッティングスプール
　１Ａ　取り外し可能な部品
　１Ｂ　取り外し可能な部品
　１Ｃ　フェース
　２　　結合ピン
　３　　穴
　３Ａ　（ニッティングスプール１の）中心軸線
　４　　（ニッティングスプール１の）端面
　５　　逆Ｕ字状ピン
　６　　ペグ
　７　　ストレートペグ
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